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東 北 自 動 車 道 の 工 事 状 況
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　東北自動車道 は ，全線約 684km の うち ， 49％に あた る

砦槻 IC （イ ン タ
ー

チ ェ ン ジ）か ら泉 工C に 至 る 335．6km

を窺在供用 して い るが ， 泉 1C 以北 に っ い て は ， 早期供用

を 目指 し て建設中で あ る。宮城県，岩手県 に お い て は，本

年度に 泉 IC 〜古川 IC 間 を，52年度 に 古川 IC 〜 築館 I

C 問お よ び
一

関 IC 〜盛岡南 IC 間 の 供用 を目標 に 工 事を

進 め て い る が，そ の な か か ら 2 ，3 の 箇所 の 状況 を報告す

る 。

　東北自動車道 ， 平泉工 事 （岩手 県 西 磐井郡 平 泉町 地 内，

延長約 4．5km ）は ， 昭和49年10月 に発注され ，51年 7 月末

で 約91％ の 進捗状況 で あ る 。 平泉 トン ネ ル は，上下線が分

離し て い る が，延長は 共に 約 1．1km で あ る。岩質は，主

と し て固結度の 低 い 細粒砂岩 で あ り， 機械掘削を採用 して ，

予定工程を上 回 る進捗 が 得 られ，トン ネル 主体部分 の 工事

は 終了 に近い
。

48年11月に発注 され，

イル シ ョ ッ クや 49年の 不順 な 天候

の 影響を受けなが ら も，51年 8 月

に し ゅ ん 功 し た。一
関 IC 〜盛i岡

南 IC 問は， 52年度供用開始を目

標 に して い る が ， こ の 区間で は，

す で に 舗装工 事 に 着手 し て お り，

岩手県内で 最も早 く高速道路の 全

容がみ られ る予定で あ る 。 盛土材

料は，本線西 側約 3km の 土取 り

揚 か ら採取運搬 した が，土質 は，

比較的含水比 の 高い 粘性土，粘性

土混 じ り砂 レ キ が主体で あ り，降

雨雪 の 影響を受け やすく， 含水比

の 低下 を計 る
一方 ， こ ね返 し に よ

る強度低下 の 防止 に 細心 の 注意 を

払 っ て 施工 を行な っ た 。

　北上 工事 （岩手県和賀郡江釣子村上 江釣子 〜同県花巻市

中根子，延長約 9．7km ）は ， 昭和

　　　　　　　　　 い わ ゆ る オ

石鳥谷工事 （岩手県花巻市大畑

写真
一1　上 下 線分離 して い る 平泉 トン ネ ル 北 口

〜同県稗貫郡石鳥谷町大瀬川 ， 延長約 6．8km ） は ， 昭和

49年10月に 発注 され，51年 7 月末で 約74％ の 進捗状況で あ

る 。 約90万 立 方米 の 盛 土 は ， 約 800m の 切土区間か らの 道

路掘削 の 材料 で 施 工 され て い る 。 切土区間 の 上部は ， 風化

し た 粘性上，ロ
ーム で 覆わ れ て い る が，下部 は ，主 として

写 真一2　姿をあらわ した北 上イ ン ターチ ェ ン ジ （仮称 ）

　　　　 第 11C は トラ ン ペ ッ ト型，第 21C はY型，
　　　　 面積約11万   ，連 結道路国道 107号バ イバ ス

　　　　 （昭和 51年5 月撮影）
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驪靉 蠶 懸覊鑞 靆 難 聽難 風化 し た 安山岩質凝灰 角レ キ 岩で あ り，

土 工 施 工 基面付近 に は ，か な り大 きな転

石 が点在 し て い る。掘削作業に あ た っ て

は ， 東北地方 の 短 い 夏期 を有効 に 使 っ て

能率 を上げ る 施 工 計画をた て る と共 に ，

浸出す る湧水 を処理 し，掘削土 の 含水比

を下げ る こ と に 注意を払 っ て い る 。

　　　　　　　　　 （原下高受理　　1976．8．28）

写真
一3　岩手県内石 鳥谷工事現揚 で の 切土作業

近 N の 市 販 雑 誌 か ら

O 基 礎工 　1976．8 （総 合土木研究所 ）

　開削工 法 ・根切 P工 法 ・山留工 法 の チ T．ヅ ク リス ト

　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　高野

　矢板工 法の チ ェ ッ ク リス ト

　仮締切工 法の チ ェ ッ ク リス ト

　排水工 法の チ ェ ッ ク リス ト

○蛹 　装 　1976．8 （建 設図書）

　 孝他 2 名

芳賀　孝成

下 村靠 平衛
飯 田　康幸

静岡県に お け る在来砂利 道を利用 した セ メ ン ト安定処理 の 一例

　横浜市 に お け る在来砂利道を利用 した 石 灰 お よび

　セ メ ン ト系安定 処理 の 一一例 　　　　　　　　　白沢

O 土 木施工 　1976．9 （山海堂）

鋼製鞘管工 法

高速道 路に お け るオ
ーバ ーブ リッ ジ下部工 の 施工

　 　
一

東 北縦 貫 自動車道 川 口 卍浦和 聞

○施工 技術　1976．9 （目刊工 業新聞 社）

　特集　建設工 事に お ける騒音 ・振動対 策

　福井港 の 防波堤 工 事

古屋　　衛他 2名

泥水 シ ー
ル ドに よ る名古屋 港 海底導 水 トン ネル の 施工

内 田　　弘　 ○橋梁と基礎 　1976．9 （建設 図書）

繁男他 1 名

中央 コ ン トP 一ル に よ る シ ール ドの 方 向制御 に つ い て

　
一

都営地下 鉄10号線 西大島第 1 工 区建設工 事一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金子 　尚利他 1 名

V 一ザー
光線 に よる 自動方向修正装 置 を利用 した

くい 基礎 の 設計編 の 改定
一道路橋下 部構造設計指針

鋼管グィ頭部の局部座屈 に関する実験

O ±木技術 　1976．9 （土木技術社）

　地下 ダム の 構想

　濃尾平野の 地盤沈下

　軟弱地盤 に お ける コ オ ン バ イル 工法

竹本　誠雄

荒木　幸夫

森平　良忠

矢作　　枢

鴫 　　文雄

　　　榎本　　真
寺 田　斐夫他 1 名

　 　 　和 田　　浩

○瞞 時の 自然斜面安建に 関す る研究委員会 （51．8．3）
　1） 小原村の 崩壊に関する資料の 検討

　2） 崩壊 の 現 地調査 に つ い て

Q 山留 めの 諸測 定に 関する 研究委員会 （51．8．25）
　1） 現 場測定計器 と測 定例につ い て

　2）　配布資料の 説 明 と討議

O超軟弱地盤研究委 員会 （51．8．26）
　1） 講演 ｛a）「超軟 弱 魃盤の 地 盤パ ラメ ーターにつ い て …補足」

　　　　　   「軟弱粘土 の 工 学 的性 質に 及 ぼ す微生物 の 影響」

　2） シ ン ポジウム の 開催につ い て

新　　入 　　会 員 （5L　 8．1’− 8．・31）
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健　治　国鉄 高崎鉄道管理 局 施設部高崎構造物検査 セ ン タ

正 実 農林省農業土木 試験場造 構部造構第
一
研 究室
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北海道開発コ ン サ ル タ ン ト  橋梁部

日鉄 鉱業  生産部

パ シ フ ィ ッ ク コ ン サ ル タ ン ツ   水工 室河川 ダム 部

西 武 鉄道   建設 部

旭総 合 コ ン サル タン ト 

  地 崎工 業土木部試 験室

  片 平エ ン ジ ニ ア リ ン グ

基礎地盤 コ ン サル タ ン ツ   東 京事業部技術課

100 土 と基礎，24− le（224）
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